
新課程入試に対応するための

進路希望を
明確化させる指導

大学入試に向けた切り替え時期に当たる２年生２学期以降は、

進路希望の方向性を明確にすることで学習意欲を高める好機となる。

新課程入試に対応すべく、各校はどのような進路指導を行ってきたのか。

面談、進路学習、学び合う集団づくりなど、

進路希望を明確化させるための２年生後半以降の指導を中心にひも解いていく。

指導最前線
新 課 程

　

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校
は
、
例
年
３

桁
の
国
公
立
大
合
格
者
を
出
す
進
学
校

だ
。
現
行
課
程
に
対
し
て
は
、
学
力
差

の
拡
大
を
懸
念
し
、
対
策
を
立
て
て
い

た（
本
誌
２
０
１
２
年
12
月
号
「
新
課
程

の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ
ッ
プ
」
で
紹
介
）。

　

結
果
的
に
、
15
年
度
入
試
の
合
格
実

績
は
例
年
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
か
っ
た

が
、
生
徒
の
進
路
選
択
の
過
程
に
は
課

題
が
見
ら
れ
た
。
保
護
者
の
意
見
で
看

護
学
部
を
志
望
す
る
生
徒
、
理
系
に
適

性
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
経
済
学
部

を
第
１
志
望
に
挙
げ
る
生
徒
な
ど
、
３

年
次
で
志
望
学
部
を
確
定
す
べ
き
段
階

に
な
っ
て
も
、
自
分
の
希
望
や
適
性
と

志
望
学
部
と
が
食
い
違
う
生
徒
が
お
り
、

中
に
は
浪
人
中
に
文
転
す
る
生
徒
も
い

た
と
い
う
。

　

生
徒
の
強
い
理
系
・
資
格
志
向
が
目

立
つ
と
、
進
路
指
導
主
事
の
小お

田だ

島し
ま

淑よ
し

人と

先
生
は
指
摘
す
る
。

　
「
理
系
の
学
部
は
就
職
に
有
利
、
と
に

か
く
仕
事
に
つ
な
が
る
資
格
を
取
っ
た

方
が
よ
い
と
い
う
一
般
的
な
イ
メ
ー
ジ

で
、
大
学
を
志
望
す
る
生
徒
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
生
徒
自
身
が
将
来
像
を
描

け
て
い
な
い
た
め
、
保
護
者
の
意
向
に

左
右
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」

　

小
田
島
先
生
が
「
現
在
進
行
形
の
課

題
」
と
語
る
生
徒
の
進
路
選
択
に
対
し

て
、
同
校
で
は
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

進
路
選
択
で
の
大
き
な
節
目
と
し
て

同
校
が
意
識
し
て
い
る
の
が
、
１
年
生
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岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

節
目
の
面
談
と
志
望
理
由
書
の
作
成
で

「
学
び
た
い
学
問
」を
追
究
さ
せ
る

学
校
事
例
１

生
徒
の
理
系
・
資
格
志
向
が

志
望
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
生
む

進
研
模
試
直
前
の
面
談
で

進
路
希
望
を
焦
点
化



３
学
期
の
文
理
選
択
、
及
び
２
年
生
２

学
期
に
取
り
組
む
志
望
理
由
書
の
作
成

だ
。
文
理
選
択
に
向
け
て
は
、
１
年
生

の
早
い
段
階
か
ら
入
試
関
連
の
資
料
を

基
に
説
明
会
を
行
っ
た
り
、
学
年
集
会

で
呼
び
掛
け
た
り
し
て
、
安
易
な
選
択

を
し
な
い
よ
う
に
啓
発
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
進
路
希
望
を
明
確
化
さ
せ

る
た
め
に
、
１
〜
２
年
生
を
通
じ
て
重

視
し
て
い
る
の
が
個
人
面
談
だ
。
現
１

年
生
で
は
、
前
３
年
生
で
の
進
路
指
導

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
進
路
希
望
調
査

を
例
年
よ
り
多
く
、
年
４
回
実
施
。
二

者
面
談
・
三
者
面
談
で
生
徒
や
保
護
者

の
意
思
を
確
認
し
な
が
ら
、
進
学
先
へ

の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
３
学
期
で

の
文
理
選
択
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
。

　

２
年
生
で
は
、
年
３
回
の
進
研
模
試

の
直
前
に
行
う
面
談
を
軸
に
、
志
望
の

焦
点
化
を
図
っ
て
い
る
。
最
も
重
視
す

る
の
は
、
初
め
て
志
望
校
を
記
入
す
る

７
月
模
試
だ
。
２
学
年
主
任
の
髙
橋
直

文
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
面
談
前
に
、
ベ
ネ
ッ
セ
の
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
『
２
年
生
７

月
模
試
の
目
標
突
破
に
向
け
た
戦
略

シ
ー
ト
』
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
志
望

校
や
進
研
模
試
の
目
標
点
を
記
入
さ
せ

ま
す
。
そ
れ
を
見
な
が
ら
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
と
志
望
校
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

好
き
な
学
問
や
将
来
希
望
す
る
職
業
な

ど
か
ら
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
」

　

10
月
に
な
る
と
志
望
理
由
書
の
作
成

に
着
手
す
る
。
生
徒
が
書
い
た
原
案
を

担
任
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
生
徒
は
そ
れ
を

基
に
修
正
す
る
。
修
正
と
チ
ェ
ッ
ク
を

何
度
か
繰
り
返
し
、
11
月
に
は
完
成
さ

せ
る
。
た
だ
、
そ
の
時
点
で
も
、
明
確

に
志
望
理
由
を
述
べ
ら
れ
る
生
徒
は
そ

れ
ほ
ど
多
く
な
い
と
い
う
。

　
「
そ
の
職
業
に
就
き
た
い
と
思
っ
た

『
き
っ
か
け
』
を
、
志
望
理
由
と
勘
違
い

し
て
い
る
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

『
幼
い
頃
、
病
院
で
看
護
師
に
優
し
く
し

て
も
ら
っ
た
か
ら
』
と
い
う
の
は
あ
く

ま
で
も
興
味
を
持
っ
た
き
っ
か
け
で
す
。

志
望
す
る
職
業
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に

社
会
に
貢
献
し
た
い
の
か
、
自
己
実
現

を
図
り
た
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

深
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、
本
当
の
志
望

理
由
に
は
な
り
ま
せ
ん
」（
小
田
島
先
生
）

　

一
般
的
な
志
望
校
選
択
の
プ
ロ
セ
ス

と
し
て
、
就
き
た
い
職
業
か
ら
逆
算
し

て
志
望
校
を
考
え
さ
せ
る
学
校
は
少
な

く
な
い
。
同
校
の
進
路
学
習
も
、
以
前

は
職
業
研
究
↓
大
学
・
学
部
研
究
と
い

う
流
れ
だ
っ
た
が
、
今
は
大
学
で
「
学

び
た
い
学
問
」
を
重
視
し
た
進
路
指
導

に
転
換
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、14
年
度
、

１
年
生
の
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
、
当
時

の
副
校
長
が
生
徒
に
呼
び
掛
け
た
言
葉

が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
「
君
た
ち
が
社
会
に
出
る
の
は
７
年

後
、
大
学
院
を
入
れ
れ
ば
９
年
後
と
な

る
。
今
は
好
調
な
業
界
や
職
種
も
、
そ

の
頃
に
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
。
進
路
選
択
で
迷
っ
て
い
る
生
徒

は
、
不
透
明
な
未
来
を
心
配
す
る
よ
り

も
、
大
学
で
の
４
年
間
で
本
当
に
学
び

た
い
と
思
う
学
問
に
没
頭
し
な
さ
い
」

　

髙
橋
先
生
は
こ
の
言
葉
を
契
機
に
、

自
身
の
進
路
指
導
が
変
わ
っ
た
と
話
す
。

　
「
副
校
長
の
言
葉
に
後
押
し
さ
れ
、
最

後
の
最
後
に
自
分
の
気
持
ち
に
従
っ
て

進
路
目
標
や
文
理
選
択
を
変
え
た
と
い

う
生
徒
も
い
ま
し
た
。
私
自
身
、
そ
れ

ま
で
は
職
業
重
視
か
学
問
重
視
か
で
迷

い
、『
心
理
学
を
学
び
た
い
』
と
い
う
生

徒
に
『
そ
れ
で
生
活
が
成
り
立
つ
の
か
』

な
ど
と
揺
さ
ぶ
り
を
掛
け
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
今
は
生
徒
の
本
当
に
学
び

た
い
と
い
う
志
が
確
認
で
き
れ
ば
、
生

徒
の
背
中
を
押
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」

　

進
路
学
習
の
内
容
も
、
大
学
模
擬
講

義
重
視
の
方
針
に
切
り
替
え
た
。
15
年

度
の
１
学
年
で
は
、社
会
人
講
師
に
よ
る

講
演
に
加
え
、
大
学
模
擬
講
義
も
実
施
。

更
に
、２
学
年
で
は
、２
回
行
う
大
学
模

擬
講
義
の
う
ち
、
10
月
分
を
１
・
２
学
年

合
同
で
行
う
こ
と
に
し
た
。
２
年
生
が

活
発
に
質
問
す
る
姿
に
、
１
年
生
が
刺

激
を
受
け
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
１
学

年
主
任
の
村
上
浩ひ

ろ

紀き

先
生
は
こ
う
話
す
。

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

村
上
浩
紀

む
ら
か
み
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年

目
。
１
学
年
主
任
。
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岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

小
田
島
淑
人

お
だ
し
ま
・
よ
し
と

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
７

年
目
。
進
路
指
導
主
事
。

◎
「
師
弟
和
熟
」
を
教
育
理
念
と
し
、
勉
学
に
励
み
心

身
を
鍛
え
る
「
青
春
道
場
」
を
目
指
す
。
◎
全
日
制
／

普
通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
２
４
０
人
◎
２
０
１
５
年

度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
北
海

道
教
育
大
、
岩
手
大
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
岩
手
県
立

大
な
ど
に
１
２
２
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
学
習
院
大
、

東
京
理
科
大
、
立
教
大
な
ど
に
延
べ
２
０
３
人
が
合
格
。

岩
手
県
立
盛
岡
北
高
校

髙
橋
直
文

た
か
は
し
・
な
お
ふ
み

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年

目
。
２
学
年
主
任
。

「
学
び
た
い
学
問
」
に

こ
だ
わ
る
進
路
指
導
に
転
換



　

鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校
は
、
南
さ

つ
ま
市
に
あ
る
地
域
を
代
表
す
る
進
学

校
だ
。
１
０
０
年
以
上
の
伝
統
を
有
し
、

地
域
の
成
績
上
位
層
が
憧
れ
る
高
校
の

１
つ
だ
が
、
急
速
な
少
子
化
の
影
響
で
、

こ
こ
数
年
、
学
級
減
が
続
い
て
い
る
。

学
力
も
徐
々
に
低
下
し
、
進
路
意
識
に

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
い
う
。

進
路
指
導
部
主
任
の
渡
辺
豊
隆
先
生
は
、

こ
う
説
明
す
る
。

　
「
か
つ
て
は
、
大
半
の
生
徒
が
『
加
世

田
高
校
に
入
っ
た
か
ら
に
は
、
国
公
立

大
を
目
指
し
た
い
』
と
い
う
意
欲
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
現
行
課
程
に

な
っ
て
か
ら
、
入
学
段
階
で
の
国
公
立

大
志
望
者
が
減
少
し
始
め
、
現
２
年
生

で
は
50
％
に
ま
で
低
下
し
ま
し
た
。
学

力
の
み
な
ら
ず
、
進
学
意
欲
の
喚
起
も

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

自
分
の
学
力
を
客
観
的
に
見
ら
れ
ず
、

実
力
が
あ
り
な
が
ら
も
志
望
校
を
低
め

に
設
定
す
る
傾
向
も
あ
る
と
い
う
。
生

徒
が
年
々
多
様
化
し
て
い
く
中
で
、「
地

元
で
難
関
大
を
目
指
し
、
志
望
を
実
現

で
き
る
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
い
う
目

標
の
下
、
学
力
・
意
欲
の
向
上
を
図
ろ

う
と
、
教
師
は
奮
闘
し
て
い
る
。

　

同
校
が
受
験
生
へ
の
切
り
替
え
時
期

と
し
て
意
識
し
て
い
る
の
は
、
２
年
生

２
学
期
だ
。
12
月
の
修
学
旅
行
を
節
目

に
し
て
意
識
を
高
め
て
い
き
、
教
師
の

異
動
な
ど
で
指
導
が
手
薄
に
な
る
春
休

み
に
し
っ
か
り
と
学
習
に
取
り
組
ま
せ

る
。
そ
の
上
で
、
３
年
生
１
学
期
の
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
後
に
放
課
後
学
習
の

開
始
、
入
試
に
向
け
た
標
語
づ
く
り
な

ど
の
諸
施
策
を
通
し
て
、
最
終
的
な
切

り
替
え
を
図
る
の
が
例
年
の
流
れ
だ
。

　

２
年
生
前
半
は
、
グ
ル
ー
プ
で
大
学
・

学
部
研
究
を
行
っ
て
発
表
し
た
り
、
ベ

ネ
ッ
セ
の
「
表
現
サ
ポ
ー
ト
」
を
使
っ

て
志
望
理
由
を
書
い
た
り
と
、
志
望
へ

の
意
識
を
徐
々
に
深
め
て
い
く
。
14
年

度
の
２
年
生
に
は
、
10
月
に
Ｌ
Ｈ
Ｒ
を

使
っ
た
ク
イ
ズ
形
式
で
の
進
路
学
習
を

行
っ
た
。
３
年
生
の
進
学
講
演
会
の
資

　
「
私
自
身
、
数
学
が
好
き
で
、
高
校
生

の
頃
は
就
職
の
こ
と
な
ど
考
え
ず
に
大

学
の
数
学
科
に
進
み
ま
し
た
。
大
学
と

は
、
本
来
そ
う
い
う
と
こ
ろ
な
の
だ
と

思
い
ま
す
。
大
学
の
４
年
間
が
充
実
し

て
い
れ
ば
人
間
的
に
大
き
く
な
れ
ま
す

し
、
た
と
え
職
業
に
直
結
し
な
い
学
問

で
も
、
一
生
懸
命
に
学
ん
で
き
た
こ
と

を
ア
ピ
ー
ル
す
れ
ば
社
会
も
認
め
て
く

れ
る
は
ず
。
好
き
な
学
問
を
と
こ
と
ん

追
究
し
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
人
間
に
成
長

す
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
未
来
は
拓ひ

ら

け

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　

今
後
の
課
題
は
、
引
き
続
き
理
系
・

資
格
志
向
の
生
徒
と
の
対
話
を
大
切
に

す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
「
担

任
力
」
の
向
上
が
不
可
欠
だ
と
、
小
田

島
先
生
は
語
る
。

　
「
こ
こ
数
年
、
30
代
前
半
で
採
用
さ
れ

る
教
師
が
増
え
、
年
齢
相
応
の
経
験
を

積
ん
で
お
ら
ず
、
指
導
力
が
十
分
に
は

付
い
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
ま
す
。

面
談
に
説
得
力
を
持
た
せ
る
た
め
に
も

必
要
な
の
は
、
生
徒
と
の
信
頼
関
係
で

す
。
１
対
１
の
対
話
を
大
切
に
、
生
徒

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
て
い
け
る

よ
う
、
教
師
の
指
導
力
向
上
を
促
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
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鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
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教
頭

田
嶋
吾
富

た
じ
ま
・
あ
と
む

教
職
歴
27
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年

目
。

◎
創
立
１
０
３
年
目
。
２
０
１
４
年
度
、
鹿
児
島
県
の

進
学
指
導
重
点
校
の
指
定
を
受
け
る
。
◎
全
日
制
／
普

通
科
／
共
学
／
１
学
年
約
１
３
０
人
◎
２
０
１
５
年
度

入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）
／
国
公
立
大
は
、
東
京
外

国
語
大
、
九
州
大
、
熊
本
大
、
鹿
児
島
大
、
北
九
州
市

立
大
な
ど
59
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
国
際
基
督
教
大
、

西
南
学
院
大
、
福
岡
大
な
ど
延
べ
１
３
０
人
が
合
格
。

鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校

當　
武
三

あ
た
り
・
た
け
ぞ
う

教
職
歴
35
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
９

年
目
。
３
学
年
主
任
。

鹿
児
島
県
立
加か

世せ

田だ

高
校

２
年
生
の
修
学
旅
行
か
ら
春
休
み
ま
で

意
識
を
途
切
れ
さ
せ
な
い
進
路
指
導

急
速
な
少
子
化
に
よ
り

学
力
・
進
路
意
識
に
変
化

学
校
事
例
2

「
志
望
大
学
別
ゾ
ー
ン
集
会
」で

学
び
合
う
集
団
を
つ
く
る

鹿
児
島
県
立
加
世
田
高
校

渡
辺
豊
隆

わ
た
な
べ
・
と
よ
た
か

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
８

年
目
。
進
路
指
導
部
主
任
。
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料
を
基
に
「
何
割
の
大
学
生
が
転
部
を

希
望
し
て
い
る
か
」「
大
学
進
学
に
か
か

わ
る
費
用
は
」
な
ど
、
進
路
選
択
に
か

か
わ
る
問
題
を
選
択
形
式
で
出
題
し
、

入
試
や
進
路
選
択
の
実
態
把
握
を
促
す
。

　

一
方
、
様
々
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
る

集
団
づ
く
り
を
通
し
て
、
学
習
意
欲
を

高
め
る
の
も
こ
の
時
期
だ
。
２
年
生
９

月
に
は
「
志
望
大
学
別
ゾ
ー
ン
集
会
」

を
実
施
。
生
徒
数
が
少
な
く
、
志
望
大

で
グ
ル
ー
プ
分
け
が
出
来
な
い
た
め
、

「
理
系
で
個
別
学
力
試
験
に
国
語
が
課
さ

れ
る
大
学
」「
個
別
学
力
試
験
で
数
学
Ⅰ

Ａ
・
Ⅱ
Ｂ
が
課
さ
れ
る
大
学
」
な
ど
、

入
試
の
特
徴
に
応
じ
て
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
っ
た
。
年
度
に

よ
っ
て
は
、
Ｇ
Ｔ
Ｚ
（
＊
）
の
ゾ
ー
ン

別
の
集
会
も
開
い
て
い
る
。

　

例
年
、
修
学
旅
行
は
、
東
京
の
大
学

見
学
や
卒
業
生
と
の
懇
談
会
な
ど
を
行

い
、
生
徒
の
意
識
を
大
学
へ
向
け
る
た

め
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
場
に
も
し
て
い

る
。
大
学
で
の
学
び
を
実
際
に
体
感
さ

せ
、
大
学
生
活
や
学
問
へ
の
理
解
を
深

め
、
憧
れ
を
喚
起
す
る
こ
と
が
狙
い
だ
。

　

14
年
度
は
東
京
大
・
早
稲
田
大
の
学

生
と
の
ゼ
ミ
体
験
・
懇
談
会
を
実
施
し

た
。
両
校
の
学
生
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
な
り
、「
新
し
い
携
帯
電
話
の
ス
タ
イ

ル
を
提
案
し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

少
人
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
ゼ
ミ
形
式
の

課
題
研
究
を
行
っ
た
。
３
学
年
主
任
の

當あ
た
り

武
三
先
生
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
生
徒
に
与
え
た
衝
撃
は
大
き
く
、『
す

ぐ
に
で
も
大
学
に
行
き
た
い
』
と
い
う

生
徒
が
い
た
ほ
ど
で
す
。
ゼ
ミ
を
主
導

し
た
大
学
生
の
姿
、
彼
ら
が
語
る
学
生

生
活
の
様
子
に
大
き
な
刺
激
を
受
け
た

の
だ
と
思
い
ま
す
。
教
科
担
任
か
ら
も

授
業
態
度
が
見
違
え
る
よ
う
に
変
わ
っ

た
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
、
進
路
意
識

の
向
上
が
学
習
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

改
め
て
感
じ
ま
し
た
」

　

修
学
旅
行
で
高
ま
っ
た
意
欲
を
３
年

生
ま
で
持
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
も
、
こ

の
時
期
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

同
校
で
は
、
１
・
２
年
生
の
各
学
年
で
、

２
月
下
旬
〜
４
月
上
旬
の
期
間
を
「
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
40
日
作
戦
」
と
し
て
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

田た

嶋じ
ま

吾あ

富と
む

教
頭
は
、
取
り
組
み
の
背
景

を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
毎
年
、
３
学
期
か
ら
春
休
み
の
時
期

は
、
教
師
の
入
れ
替
え
で
慌
た
だ
し
く
、

高
校
入
試
の
た
め
の
休
日
も
あ
る
た
め
、

生
徒
へ
の
学
習
指
導
が
手
薄
に
な
り
が

ち
で
す
。し
か
し
、２
年
生
に
と
っ
て
は

受
験
に
向
け
た
大
切
な
時
期
で
す
。
ス

ム
ー
ズ
に
３
年
生
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
に
、
こ
の
期
間
を
有
意
義
に
過
ご
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

取
り
組
み
の
目
標
は
、「
１
年
間
の
積

み
残
し
を
し
な
い
」
こ
と
だ
。
学
年
末

考
査
と
進
研
模
試
の
復
習
、
春
休
み
の

課
題
な
ど
を
実
施
す
る
。
こ
れ
ま
で
、

他
の
時
期
の
模
試
と
同
様
、
１
月
の
進

研
模
試
も
個
票
を
そ
の
ま
ま
生
徒
に
渡

し
て
い
た
。
現
在
は
、
担
任
が
２
週
間

程
掛
け
て
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
個
票
を

く
ま
な
く
確
認
し
、
学
習
方
法
や
結
果

に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
を
書
き
加
え
た
り
、

大
事
な
と
こ
ろ
に
マ
ー
カ
ー
を
引
い
た

り
し
て
、
３
月
上
旬
の
Ｌ
Ｈ
Ｒ
で
渡
し

て
い
る
。
教
師
が
生
徒
の
状
況
を
詳
し

く
把
握
す
る
の
と
同
時
に
、
手
作
り
感

の
あ
る
個
票
を
返
す
こ
と
で
、
生
徒
の

意
欲
を
高
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

課
題
の
出
し
方
も
工
夫
す
る
。
以
前

は
、
高
校
入
試
期
間
と
春
休
み
を
別
々

に
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
に
課
題
を
出
し
て

い
た
が
、
こ
の
期
間
を
一
続
き
と
し
て

捉
え
直
し
、
２
月
末
に
５
教
科
一
括
で

課
題
を
出
す
よ
う
に
し
た
。

　
「
高
い
志
望
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
を
身
に
付
け
て
い
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
課
題
提
出
ま
で
の

期
間
を
長
く
設
定
し
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
管
理
し
な
が
ら
主
体
的
に
学
習
に
取

り
組
む
『
段
取
り
力
』
を
身
に
付
け
て

ほ
し
い
と
考
え
ま
し
た
」（
渡
辺
先
生
）

　

今
後
も
、
引
き
続
き
学
力
層
の
拡
大

へ
の
対
応
が
課
題
だ
と
、當
先
生
は
話
す
。

　
「
成
績
上
位
層
の
生
徒
の
減
少
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
度
数
分
布
の
広
が
り
が

近
年
の
課
題
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
力

層
に
対
し
て
、
よ
り
一
層
き
め
細
か
い

指
導
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
現
在
、

進
路
指
導
部
を
中
心
に
、
上
位
層
の
生

徒
に
向
け
た
添
削
指
導
や
、
下
位
層
の

生
徒
へ
の
基
礎
学
力
対
策
な
ど
の
取
り

組
み
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
本
校
に
期

待
し
て
入
学
し
て
き
た
生
徒
一
人
ひ
と

り
の
志
望
を
実
現
さ
せ
た
い
、
そ
の
思

い
を
胸
に
、
地
道
な
取
り
組
み
を
続
け

る
こ
と
が
、
少
子
化
の
中
で
本
校
が
生

き
残
る
道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

＊　ベネッセのテストにおける共通の評価指標。
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大
学
生
主
導
の
ゼ
ミ
を
実
施
し

大
学
へ
の
憧
れ
を
喚
起

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
40
日
作
戦
」で

３
学
期
〜
春
休
み
を
乗
り
切
る


